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概要 

近年、STAMP/STPA 手法の試行が日本でも行われ、去年第一回 STAMP ワークショップが九州大学で開催された。しかしながら、従来の

リスク分析手法（FTA,FMEA）と異なる点が多く、その実施の為のノウハウの共有は始まったばかりである。 

本発表では、第一回 STAMP ワークショップで発表された事例を振り返り、STAMP/STPA を実施する上での疑問点や気づきを報告する。ま

た、STAMP/STPA の各ステップにおいて課題になる点（例えば、アクシデント、ハザードの設定、コントロールストラクチャの設定など）について、

なぜそれらのアクシデント、ハザード、コントロールストラクチャを設定したのかの説明支援を GSN（Goal Structuring Notation）を用いて行う

為の GSNパターンを提案する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STAMP の手順において、例えばハザードの設定において、なぜそのハザードが重要なのか、わからない場合がある。そのときに、其の説明を GSN

で補足説明を行う。 
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上記のハザードが選ばれた理由を示す GSN を示す 
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